
２ 本校教育目標と経営の基本の方針
（１）本校教育目標と経営の基本の方針（グランドデザイン）

校 訓 自主 創意 忍耐

教 育 目 標

ふるさとに誇りを持ち、自ら学び、心豊かでともに高め合う児童の育成

め ざ す 学 校 像 め ざ す 児 童 像 め ざ す 教 師 像
○明るい学校 〇自主 体験をとおしてふるさとに学ぶ児童 ○教育的愛情を持った教職員

（笑顔いっぱい挨拶いっぱいの学校） 自ら考え行動する児童 （愛情・意欲に満ち主体的、協働的で
○安心安全できれいな学校 責任感のある教職員）

（整理整頓された花いっぱいの学校） 〇創意 命を大切にし、思いやりのある児童 ○実践的指導力を持った教職員

○楽しい学校 自ら学び、高め合う児童 （児童に寄り添い、一人一人を伸ば
（活気に満ちた笑顔いっぱいの学校） す教職員）

○家庭・地域とともに伸びゆく学校 〇忍耐 心身ともに健康な児童 ○信頼される教職員

(岩野小コミュニティ・スクールとして地 最後までねばり強くがんばる児童 （児童・家庭・地域の信頼に応える
域とともにある学校) 教職員）

令 和 ４ 年 度 の 指 導 努 力 事 項
【研究テーマ】 主体的・対話的で深い学びの実現に向けた指導の工夫

～ＩＣＴを効果的に活用した授業づくりを通して～

豊かな心の育成 確かな学力の育成 健やかな身体の育成

①道徳教育の充実 ①授業改革 ①教科体育の充実
＊考え、議論する｢特別の教科 道徳｣ ＊「熊本の学び」における授業づくりの４つ ＊体力テストの結果分析を踏まえた
の授業づくりと評価の工夫 のポイントを踏まえた授業改革 取組

＊ＧＴ活用計画の作成と家庭・地域との ＊めあてに沿った「じっくり考え」「はっ ＊運動量確保のための場作りや授業
連携 きり表現」させる場の設定 デザイン
②人権教育の推進 ＊学習の基盤となる情報活用能力の育成 ②体力づくり
＊人権旬間や人権学習の積極的な取組 と学力向上につながる効果的なICT活用 ＊「スポーツタイム」「外遊び」等に
と啓発 ③英語教育の推進 よる継続的な取組

＊命を大切にする実践と指導の充実 ＊ALTやICT等の効果的な活用と異文化理解 ③食育の推進
③特別活動の充実 ＊言語活動の充実及び基礎的・基本的事 ＊衛生的で正しい給食マナーの指導
＊児童が中心となったＩＣＴ活用によ 項の確実な習得を図るための授業改善 ＊組織的対応による食に関する指導
る学校活性化 ④読書活動の充実 の充実

＊自己有用感を育む実践の推進 ＊読書旬間の取組を中心とした活動 ④生活習慣の確立
④生徒指導の推進 ＊教科との関連と１か月１０冊以上貸出 ＊岩野っ子がんばりウィークの実施
＊年４回のアンケートの実施 ⑤学習習慣形成 と児童による取組の推進
＊計画的な岩野っ子集会等の実施 ＊授業との連動、家庭との連携による計 ⑤安全教育・防災教育の徹底
⑤ 環境教育の推進 画的・継続的な家庭学習の実施 ＊安全点検の確実な実施と迅速な対
＊清掃活動に励む児童の育成 ⑥特別支援教育の充実 応処理
＊学級園の整備と学習環境の美化 ＊ユニバーサルデザインの視点による指 ＊家庭地域との連携による実践的な

導の充実 避難訓練の実施
＊計画的で積極的な交流活動の実施
地域とともにある学校づくり・学校改革

＊岩野小コミュニティスクールの推進：地域人材活用やふるさと学習の充実
＊キャリア教育の充実：キャリアパスポートの活用
＊就学前教育の充実：保小中連携の取組の充実・村内統一した定期的なチェックによる基本的な生活習慣の育成
＊部制による「チーム岩野」：学校の課題を全職員で共有・定期的な部会の開催・個人テーマによる授業改革
＊村内３校での合同研修会実施：共通理解のもとで、開校に向けた取組や合同学習等の実施
＊勤務時間の縮減：閉校・開校に向け、することを整理し、見通しをもって仕事に取り組む意識の高揚 週案の効果的な
活用による優先順位
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学校・子ども・家庭・地域・行政の五者に
よるカリキュラムマネジメントサイクル

学び合う力 粘り強さ主体性

重点的に身につけさせたい資質・能力
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